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北海道運輸局
自動車・鉄道技術系職員の仕事

令和７年度

自動車技術安全部技術課
鉄道部技術・防災課



国土交通省の組織（自動車）

物流・自動車局

運送事業の安全の確保等

認定基準の国際化等

環境対策、次世代車の開発等

型式指定、リコール制度等

整備事業の監督、整備士技能検定等

登録制度等

自動車技術安全部

自動車交通部
自動車監査官

検査(車検)に関する窓口業務の統括、
保安基準関係(試作車の審査､緩和認定)、
リコール関係、街頭検査の企画等

整備事業の許認可・指導・監督、
点検整備の推進、自動車整備士関係、
運送事業の安全対策、環境対策等

登録手続きの管理、統計関係、
自動車流通・消費等

北海道運輸局

国土交通省

独立行政法人
自動車技術総合機構

運輸支局（７支局）
（札幌、函館、旭川、室蘭、釧路、帯広、北見）

他９運輸局等

技 術 課

整備･保安課

管 理 課

安 全 政 策 課

車両基準・国際課

技術･環境政策課

審査･リコール課

整 備 課

自 動 車 情 報 課
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保安･環境調整官



国土交通省の組織（鉄道）

鉄 道 局

鉄道技術に関する政策の企画・立案、鉄道の技
術基準の設定

駅、線路等の鉄道施設に関する整備、及び安全
の確保

鉄道等の運行計画、運転事故防止等安全対策

鉄 道 部 鉄道等の施設・車両、索道の安全確保に関する
業務、被災鉄道等の復旧対応、減災対策に関す
る業務、鉄道におけるＤＸ・ＧＸの推進

鉄道事故等の報告・調査・再発防止対策、動力
車操縦者運転免許業務、運輸安全委員会の活動
支援

鉄道、軌道及び索道事業の特許・許認可等、
運賃・料金の認可等、鉄軌道事業者に対する補
助・助成業務など

北海道運輸局

国土交通省

技術・防災課

安 全 指 導 課

計 画 課

技 術 企 画 課

施 設 課

安 全 監 理 官

鉄道安全監査官

地方鉄道再構築推進
調整官

保安監査、運輸安全マネジメント

ローカル鉄道再構築に係る取組支援
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自動車・鉄道技術系職員の勤務地（北海道運輸局）

運 輸 支 局 ７支局：札幌、函館、旭川、室蘭、釧路、帯広、北見

北海道運輸局 本 局：札幌（中央区大通西10丁目）
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自動車・鉄道技術系のポスト（北海道運輸局）

運輸局 運輸支局 自動車機構

係 員 首席付（係員） 検査官補

検査官

専門官

係 長

専門官

課長補佐

主席検査官

上席専門官

首席専門官課 長
検査課長（札 幌）
事務所長（他地域）

支局長

自動車技術安全部長・鉄道部長 北海道検査部長

●
他
出
向
先

国
土
交
通
省

物
流･

自
動
車
局
・
鉄
道
局

自
動
車
技
術
総
合
機
構

本
部
・
交
通
安
全
環
境
研
究
所

軽
自
動
車
検
査
協
会
（
道
内
）

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
札
幌
）

係

係 長
クラス

課長補佐
クラス

管 理 職

２５名（24%） ３２名（32%） ３９名（38%）

出向者：５名
（5%）職 員 数

上席検査官

※鉄道系ポストは
運輸局のみ
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自動車整備事業の指導・監督及び育成業務

★ 自動車整備事業の健全な発達を目指して、整備事業者に対
して指導・監督を行っています。

整備事業の種類

● 認証整備工場

（自動車分解整備事業→自動車特定整備事業（令和２年４月１～））

北海道管内で約4,200工場

・エンジン交換などの安全上重要な整備を行う事業を営む
ためには国の認証が必要となります。

● 指定整備工場

（指定自動車整備事業）

北海道管内で約1,800工場

・いわゆる「民間車検場」
・指定整備工場の指定を取得すると、継続検査（車検）の

際、自動車を国の検査場に持ち込む必要がなくなります。

自動車整備事業の指導・監督

★ 自動車整備に係る技術の向上を図る
ために、自動車整備士養成施設（専
門学校等）の指導・監督を行うとと
もに、自動車整備士技能検定試験を
行っています。

自動車整備士の育成

又は
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点検整備推進及び不正改造車排除業務

「自動車点検整備推進運動」を実施し、点検
整備の確実な励行を推進しています。

自動車は、使用期間や走行距離に応じて劣
化するものであり、自動車本来の安全・環境
性能を維持するためには、自動車ユーザーが
責任を持って、適切に点検整備（日常点検及
び定期点検）を行う必要があります。

点検整備関係

暴走行為・過積載等を目的とした不正改造
車は、安全を脅かし道路交通の秩序を乱すと
ともに、排出ガスによる大気汚染、騒音等の
環境悪化の要因の一つとなることから、街頭
検査を実施する等、年間を通して全国的に取
り組んでいます。

不正改造車排除関係

「不正改造車排除運動」を実施し、不正改造
車の排除に取り組んでいます。
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自動車のリコール業務

★ リコールとは、同一の型式で一定範囲の自動車等又はタイヤ、チャイルドシートについ
て、道路運送車両の保安基準に適合していない又は適合しなくなるおそれのある状態で、
その原因が設計又は製作過程にあると認められるときに、自動車メーカー等が、保安基準
に適合させるために必要な改善措置を行うことをいいます。

・取扱説明書などによる使用方法メ
ンテナンスなどに係る情報提供

・不具合原因究明・対策

メーカー等
・自動車の認証制度、検査登録制度
・不具合情報の収集及び分析
・リコール内容の妥当性の検証
・メーカーに対する監査

・不具合内容及びリコール内容の
技術的検証

国土交通省

交通安全環境研究所

不 具 合 情 報 の 提 供

・リコールの周知
・修理及び回収

・監査の実施
・不具合に関する調査指示

・不具合情報、リコール届出
・回収状況の報告

・リコール情報及び
不具合情報の公開

※ 国土交通省においては、不具合情報の収集・分析、メーカーが適切に改善措置を行っ
ているかなどの情報をもとに、メーカーへの立入監査によって確認します。

・日常の保守点検
・日常点検及び整備
・定期点検及び整備
・適正な使用

自動車ユーザー
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自動運転技術・小型モビリティ関係

自動運転の実証試験に技術的アドバイザーと
して参画しています。

・自動運転レベル４の普及拡大が目標

自動運転技術 小型モビリティ

環境にやさしい自動車として、既存の規格に
とらわれない小型モビリティの緩和認定を行
います。

・２人乗り
・電気自動車

北海道で初の
自動運転レベル４車両
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先進技術搭載車の普及 （サポカー・サポカーS）

高齢運転者の交通事故防止対策の一環として、 被害軽減（自動）ブレーキやペダル踏み
間違い時加速抑制装置等を搭載した車（安全運転サポート車）の普及に取り組んでいます。

「セーフティ・サポートカー（サポカー）」：被害軽減（自動）ブレーキ
「セーフティ・サポートカーＳ（サポカーＳ）」：被害軽減（自動）ブレーキ

ペダル踏み間違い時加速抑制装置 等

札幌モビリティーショー

サポカー体験試乗会
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★ 自動車運送事業者に対して、運行管理及び整備管理に係る業務の指導・監督を行うこと
で事業用自動車の安全な運行を確保しています。

自動車運送事業の安全対策業務

● 運行管理業務
運転者及び従業員の管理

● 整備管理業務
自動車及び車庫施設の管理

《自動車運送事業者》 ● 監査・研修により指導を行います。

監査の結果、行政処分を行うこともあります。

● 事業用自動車による安全な輸送サービスの提供実現のため、北海道
地域の事故削減目標を設定しました。

・ 死者数6人以下 ･ 重傷者数95人以下
【全体目標】

バ ス：死者数ゼロ
タクシー： 死者数ゼロ
トラック：死者数6人以下

バ ス：事故件数３１件以下
タクシー：事故件数３２４件以下
トラック：事故件数２３５件以下

･ 飲酒運転ゼロ及び危険ドラッグ等薬物使用による
運行の絶無 【バス、タクシー、トラック】

バ ス：死者数８人以下
タクシー： 死者数37人以下
トラック：死者数50人以下

･ 人身事故件数590件以下

北海道運輸局安全プラン2025

バス、タクシー、トラック

【個別目標】
乗合バス：車内事故件数１１件以下 貸切バス：乗客の負傷事故件数ゼロ
タクシー：出会い頭衝突事故件数４１件以下
トラック：追突事故件数８０件以下

（計画期間：令和3年度～令和7年度）



鉄道技術関係業務

鉄 道 軌 道 索 道

ＪＲ北海道・ＪＲ貨物

札幌市交通局

札幌市交通事業振興公社

函館市企業局(交通部)

ロープウェイ

スキーリフト

★ 鉄道や軌道、索道を安全かつ安心して便利に利用できるようにするために、法律で定

められた技術基準への適合性に関する書類審査から施設の完成検査、日常の安全管理が適

切に行われているかを確認する保安監査など、多岐にわたる業務を行っています。
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鉄道技術関係業務

★ 施設の新設や変更について、許認可等

の業務を行います。また、完成した施設

について、完成検査を実施し、技術基準

への適合性などを確認します。

★ 保安監査を実施し、業務実施状況、係

員の教育状況、施設の維持管理状況など

が適切か確認します。状況に応じて、処

分などの措置を行います。

施設の完成検査 保 安 監 査
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鉄道技術関係業務

★ 鉄道や軌道の車両を操縦するためには、

動力車操縦者運転免許が必要です。身体

検査や学科試験、適性検査、技能試験を

行い、合格者に免許証を交付します。

★ 北海道における踏切事故は、冬期に多

発する傾向があります。「踏切事故防止

キャンペーン」などの啓発活動を行い、

踏切事故防止に取り組んでいます。

運転免許試験（技能試験） 踏切事故防止街頭啓発
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自動車の検査業務

★ 自動車が道路運送車両法に規定する道路運送車両の保安基準に適合しているかを検査します。

運輸支局または自動車登録事務所が実施

国 の 業 務

検査部または事務所が実施

自動車技術総合機構の業務

検査場における検査
（新規検査、継続検査、構造等変更検査等）

● 検 査 申 請 の 受 付

● 自動車検査証の交付

検 査 コ ー ス で の

保安基準適合性審査
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自動車技術総合機構が行う主な審査（検査）業務

【検査ｺｰｽ概要】
① 同一性の確認、外観検査、OBD検査

② ｻｲﾄﾞｽﾘｯﾌﾟ、ｽﾋﾟｰﾄﾞﾒｰﾀ、ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ、ﾌﾞﾚｰｷ検査

③ 排出ガス検査

④ 下回り検査

⑤ 総合判定



16

研修センター

自動車技術総合機構国土交通省

国土交通大学校 柏研修センター

千葉県柏市柏の葉

(独)自動車技術総合機構 研修センター

東京都八王子市滝山町

※ 自動車検査に係る研修を行う施設
（国土交通省職員の自動車検査に係る研修も行っています。）

★ 行政業務を習得させる施設や自動車検査に係る研修を行う施設も充実しています。


